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　「進捗状況を点検・評価し」を「進捗状況を毎年度点
検・評価し」に。
　第2回委員会で事務局は「年度ごとに委員会で評価
いただく」と発言されています。

6 １－３　計画の策定・
推進体制
（２）推進体制

　第７期計画から計画策定委員会において、各事業の実施状況等を報告し、点検や
評価等をいただいており、第８期計画においても継続していきたいと考えております。

【６ページ（２）推進体制　の本文１１行目の文言を下記のとおり修正します】
　「進捗状況を点検・評価し」を「進捗状況を年度ごとに点検・評価し」に修正

2

　高齢者数などについて、令和元年９月現在で記載さ
れていますが、令和２年９月現在にした方がいいと思
います。

8、9 ２－１　高齢者人口の
現状

【８ページ（１）高齢者人口・高齢化率の推移　①人口の推移、②前後期別高齢者人口
の推移　のグラフに令和２年分を追加、平成２７年分を削除し、グラフに合わせ本文の
文言を修正します】
　※該当ページを参照ください。
【９ページ（２）日常生活圏域別の高齢者人口・高齢化率　のグラフに令和２年分を追
加、平成２６・２７年分を削除し、グラフに合わせて本文の文言を修正します】
　※該当ページを参照ください。

〈P８、P９の修正に連動して、P３４、P３５の修正を行います。〉
【３４ぺージ（１）高齢者人口の推計　でグラフ（■高齢者人口の推計、■日常生活圏域
別の高齢化率）の修正、グラフに合わせて本文の文言を修正します】
　※該当ページを参照ください。
【３５ぺージ（２）要介護認定者数の推計　でグラフ（認定率部分）を修正します。】
　※該当ページを参照ください。

3

　「独居の高齢者はもとより、（例えば75歳以上のみ
の）高齢者家族を地域で見守っていく体制」が必要だ
と思います。このことを検討し、進めていくことについて
記述をしていただきたいです。

32 ３－２　基本目標
基本目標３

　基本目標１の施策１「（２）地域のネットワークの充実（P41、42）」において、「地域ぐる
みの見守り体制」についての記載をしており、基本目標３内での新たな記載はしないこ
とといたします。

4

　新型コロナウイルスにもしも感染した場合、重症化の
リスクが高い高齢者について「家庭と介護事業所にお
ける新型コロナウイルス肺炎対策の取り組み」を基本
目標としてこの計画に盛り込めないでしょうか？
　盛り込めなくても、別途緊急に検討されることを強く
望みます。
　今、このことは全市民の、中でも高齢者には何にも増
して不安なことです。全市民の不安に対して全市民が
取り組むよう、市役所から発信していきましょう。

32 ３－２　基本目標 　基本目標３の施策８「（２）感染症への対策（P60）」の記載のとおり、新型コロナウイル
スのみならずインフルエンザやノロウイルスなど、感染症に対する今後の備えと対応の
検討を進めることとしており、基本目標としての新たな記載はしないことといたします。
　また、新型コロナウイルス感染症への対策については、本市の「南丹市新型インフル
エンザ等対策行動行動計画」を始め、国・府の対応状況及び指導・助言、関連通知等
を踏まえ、対策を講じることとしています。
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　 「計画の令和5年度達成指標」を現状より「増加」や
「向上」としながら、現計画３カ年の数値のみが書かれ
ていたりして、ほとんどの施策についてその達成指標
数値がない。増加・向上と言うなら数値が必要ではな
いでしょうか。

38、39 本計画の達成指標 　本計画については、各基本目標に位置付けた施策を推進することにより、基本理念
や各基本目標の達成を目指すこととしています。
　達成状況を客観的に評価するため、各施策に達成指標を設定しますが、この達成指
標については、単純な施策の実績（アウトプット指標）ではなく、施策により得られるで
あろう効果（アウトカム指標）により評価を行うことができるよう設定させていただきまし
た。　
　「施策によって現状値がどう変化したか」で評価を行うため、具体的な数値を記載す
るのではなく、「増加」「向上」といった表現を使用しています。。
　なお、現状値をつかんでいない達成指標等、一部の指標については、具体的な数
値を記載させていただいております。

6

　（２）①「市が養成した市民後見人人材の存在と今後
の活用」について記してください。

45 施策２
（２）権利擁護の推進
①成年後見制度の利
用促進・啓発

　成年後見制度の利用促進においては、成年後見制度の利用を必要とする方（認知
症や障がいによって判断能力に不安がある方）が適切に制度の利用ができるよう、そ
の支援体制を整えることを目指しています。市民後見人については、様々な支援形態
の一つとして大切な地域資源であり、「支援体制整備」に含み進めていきます。

【４５ページ①成年後見制度の利用促進・啓発　の本文３-７行目を下記のとおり修正し
ます】

　本市では、令和２年度に設置した「南丹市権利擁護・成年後見センター」と各相談・
支援機関等が連携し、判断能力や生活状況に応じて、成年後見制度や福祉サービス
利用援助事業等の利用が円滑に行えるよう、権利擁護を推進するためのネットワーク
づくりを進め、支援体制を整備していきます。
　また、（←左記まで修正）

7

　（１）「台帳未登載高齢者の登載を進める」ことと、「個
別計画の作成を進める」ことを記してください。（作成
が低調なため、国は令和2年7月に自治体に作成を促
しています。）
　南丹市は「災害時要援護者避難支援プラン」で、個
別計画を作成していくことを、市民に宣言、約束してい
ます。

60 施策８
（１）防災対策・災害
時の支援体制の構築

　本計画の中では、高齢者に関する防災対策・災害時の支援体制構築の大きな目標
として「災害時における高齢者への支援の充実を図る」との表現で記載しており、災害
時要配慮者支援台帳の充実、個別計画の作成については、支援が必要な方の登録・
作成が進むよう地域の支援者等の協力を得ながら進めてまいります。
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　災害時要配慮者支援台帳登録者の現計画期間の
人数が書かれていますが、要配慮者全人数に対する
登録者人数の、いわゆる「登録率」を付記してくださ
い。併せて、本計画の目標も記してください。
（理由）「配慮を要する」として市が位置付けている全
市民が登録されることが目標にされるべきです。登録
率はまだまだ低いと聞きますし、その取り組みも弱いと
思います。なので、本来は登録人数でなく登録率の
アップの取り組みを進め、その検証が必要です。その
ことにより「高齢者の支援体制の構築」が実現します。

60 施策８
（１）防災対策・災害
時の支援体制の構築

（前項目に引き続いて）
　災害時要配慮者支援台帳への登録については、真に支援が必要な方の登録を進め
ることが重要と考えております。登録率については、参考となる数値として掲載すること
とします。
　なお、登録者数について、「65歳以上の一人暮らし高齢者」「75歳以上のみで構成さ
れている世帯の者」に該当する方の人数を掲載していましたが、「要介護3・4・5の認定
を受けている者」を含めた人数に変更します。

【６０ページ（１）に実績数値を追記します】　
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